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研究成果の概要（和文）： 

インターフェロン療法（以下 IFN 療法）が終了した C型慢性肝炎患者が抱く不確かさを，明

らかにする目的で研究を行った．筆者がこれまでに実施した質問紙調査を再分析した結果では，

C型慢性肝炎患者の不確かさに，医師の説明満足度と POMS 下位尺度「不安―緊張」の 2要因が

関連していることがわかった． 

今回は，IFN 療法が終了した C 型慢性肝炎患者４名に半構成的面接法による質的分析を行っ

た．その結果，IFN 療法を行い治療効果が認められた患者では[新しい人生の獲得][再燃への不

安]を，治療効果が認められなかった患者では[低空飛行で生きる人生][治療を耐えたにも関わ

らず効果のない落胆]を語っており，IFN 療法に対する思いが治療結果により大きく異なること

が明らかになった． 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study was to clarify factors influencing uncertainty experienced 

by patients with chronic hepatitis C after interferon therapy. Two factors were 

identified: degree of satisfaction with doctor’s explanation and the 

“anxiety-tension” subscale of POMS. 

Tape-recorded interviews were conducted with four patients. Data were analyzed 

qualitatively and categorized based on similarity of experience. From the interview data, 

sustained viral response (SVR) patients said “Acquisition of a new life” and “anxiety 

about recurrence”. Non-respond patients said “Life which it lives by low-altitude 

flight”, “Disappointment which is ineffective though it was patient of treatment”. 

It was revealed that patients’ expectations with respect to interferon therapy are quite 

variable depending on the results of treatment. 
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１． 研究開始当初の背景 

わが国の C型慢性肝炎患者は約 170 万人と

推定される．C 型慢性肝炎患者の多くは肝硬

変，肝がんへと進行するため，がん化に対す

る患者の不安は大きい．肝がんによる死亡は

年間３万人を上回っており，肝がんを発症し

たのちの医療費は C型肝炎に対する医療費よ

りも甚大であるため，国をあげての C型肝炎

対策が急務の課題となっている．  

日本における IFN 療法は，2002 年から

Peg-IFN/Ribavirin 併用療法が開始されると

ウイルス排除率は 48％にまで上昇した 1)．し

かし，それでもまだ治療を開始した 50％の患

者はウイルス排除ができない状況にある．ウ

イルス排除できない場合は，自覚症状はなく

とも，病状の進行を阻む目的で，引き続き検

査や治療が必要となる．C 型慢性肝炎患者は

このように不確実な IFN 療法に，ウイルス排

除という期待を寄せ，IFN 療法開始時には自

覚症状がないにもかかわらず，身体的・精神

的・経済的負担を強いられつつ，治療を続け

ているのが現状である． 

C 型慢性肝炎患者の不確かさについては，

病気の進行が不確かさの一因となるという

報告がある（Conrad，2006)．Gail（2002）

は，不確かさとうつが相関していると指摘し

ている．病気や治療に発する不確かさは，い

ずれ生活に波及し，結果として患者の QOL を

低下させる．IFN 療法に関する研究では，療

法中の患者の QOL を検討したものはあるが 4）

5)，IFN 療法が終了した患者の QOL や不確かさ

に着目した研究はほとんどない． 
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2. 研究の目的  

福原 4)や濱田 5)，筆者の研究で IFN 療法は，

C型慢性肝炎患者の QOL や生活満足度に強い

影響を与えていると報告されている． 

(1)C 型慢性肝炎患者の不確かさに関する質

問紙調査の再分析(2)IFN療法を終えたC型慢

性肝炎患者へのインタビュー調査を実施し，

生活に強い影響のある IFN治療を終えた患者

の病気の受け止めと不確かさの認識をこれ

までの研究結果も参考にし，明らかにする． 

 
３．研究の方法 
(1)C 型慢性肝炎患者の不確かさに関する質
問紙調査の再分析 

 ①対象：外来通院中の C型慢性肝炎患者 
 ②方法：質問紙調査 
 ③分析：量的分析 
 
(2)IFN療法を終えたC型慢性肝炎患者へのイ
ンタビュー調査 

 ①対象：外来通院中の C型慢性肝炎患者 
 ②方法：半構造化面接 
 ③分析：質的分析 
 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
(1) C 型慢性肝炎患者の不確かさに関する質
問紙調査の再分析 

①対象：C型慢性肝炎患者119名（男性52名，
女性 67 名） 

②方法：質問紙調査 
③倫理的配慮：倫理委員会の承認を受けると

共に対象者の自由意思による参加と結果
の匿名性について文書と口頭で説明し，同
意を得た． 

④結果：平均年齢 63.1±10.8 歳，IFN 療法中
の患者 38 名，IFN 療法をしていない患者
81 名，不確かさと関連があったものは医師
の説明満足度とセルフエフィカシー(以下
SE), POMS であった．C 型慢性肝炎患者の
不確かさは，医師の説明満足度と POMS 下
位尺度「不安―緊張」の 2要因でＲ2＝.769
であった．IFN 療法の有無によって，不確
かさ得点に差は見られなかった． 

⑤考察：C 型慢性肝炎患者の不確かさは，SE
や POMS の要素を含むものであると考えら
れる．IFN 療法の有無と不確かさの関連が
なかったのはウイルス除去を目的としな
い 70 歳以上の患者が多く含まれており，
不確かさへ影響するほどの副作用症状等
の問題が少ないためと考えられる． 

 
(2) IFN 療法を終えた C型慢性肝炎患者への

インタビュー調査 

①目的：IFN療法後患者へインタビューを行
い，どのような思いでいるのか明らかにす
る． 

②対象：消化器内科外来通院中で，ウイルス
排除目的のIFN療法を終えた壮年期のC型
慢性肝炎患者4名．男性・女性各２名． 

③方法：半構造化面接を実施した．面接は 

30分～50分で内容は逐語録に起こした． 

④分析：逐語録よりテーマにそくした文章の

内容を吟味してコーディングし，さらに類

似するコードを比較分類し，カテゴリー化

を行った． 

⑤倫理的配慮：大阪府立大学看護学部と実施

病院の研究倫理審査委員会により承認を

得た手順に従い，対象の同意書を得て面接

を実施し，匿名性に配慮して研究データを

扱った． 

⑥結果：IFN 治療中の経験と治療後の思いに 

ついて知ることができた． 

治療中の経験：[活動に伴う貧血症状のつ 

らさ][情緒的不安定さ][外観の変化への 

気がかり][治療の継続のために求められ 

る努力][効果が不確かな治療を継続する 

やるせなさ]を経験していた． 

「仕事してるけど，やっぱり貧血とかもあ

るから余計か，何ですかね，すぐ息もあ

がるし．」 

「ちょっとしたことで泣けてきたり，イラ

イラしたり．」 

「（何カ月かしてから」わっ，なんか髪の

毛抜けるし，ここ何か薄くなったな」 

「僕の場合は，やっぱり職場に，木曜日の

朝って割と忙しいんですよ．ほんで，そ

れを朝半日，有給取ってくるというのね，

その辺りのことですね．」 

「確実に効くんやったら 1年我慢して・・・

とかって思うんです．前回治療したとき

も，もしかしたら，消えるかもしれない

って，効きにくくて『併用療法で，前よ

りも効くようになってるし』という言葉

で，多分めっちゃ期待してたとこがどっ

かにあって・・・」 

 

治療後の治療に対する思い：治療効果が認 

められた患者では[新しい人生の獲得][再 

燃への不安]を，認められなかった患者で

は 

[低空飛行で生きる人生][治療を耐えたに 

も関わらず効果のない落胆]を語っていた． 

「うまくいけば，もう，また，新しい人生

が始まります．」 

「再燃，再燃でびびってたから．」 

「生きるのには大丈夫やけど，低空飛行で， 

『何かをガーッてやろか』とかいう気には，

なれない．何か激しく動いたら貧血やし，

倒れるかもしれんとか，ずーっと顔色も

悪いし．」 

「しんどいけどウイルス消えへんて，どう

いうこと？」 



⑤考察：IFN 治療は，副作用を抱えながら少 

なくとも半年以上継続する必要があり，治 

療によってウイルス排除できる確率は 

60％程度である．治療中の患者の経験は， 

この治療の特徴を反映すると考えられる． 

今回の対象は特に壮年期であり，仕事や家 

庭内での役割をとりながら治療を継続す 

るために，心身の負担は大きいと推測され 

る．さらに，治療効果の有無は治療後の思 

いを左右していた．心身の負担が大きな治 

療を行っても，効果が認められない場合も 

あり，治療から治療後に至る患者を支える 

看護の必要性が示唆された． 

 

(3)結語：IFN療法が終了したC型慢性肝炎患 

者が抱く不確かさは，IFN療法の結果に影 

響を受けることがわかった．またIFN療法 

が終わった後でも，C型慢性肝炎患者は何 

らかの不確かさを抱えていることも示唆 

された． 

現在IFN療法は，患者の持つウイルスの 

型や年齢・持病の有無など様々なことを 

考慮した上で，実施されている．その現 

状を考慮し，今回のインタビューガイド 

を見直し，対象者を絞り込んだ複数の施 

設でインタビュー調査の必要がある． 
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